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 本論文は以下の 7章から成る。 










第 2章 外来語について 
この章は外来語の定義と台湾に流入した日系外来語の流入経緯について述




























第 4章 調査する日系外来語の語彙選定 
                                                     























                                                     
3 『教育部臺灣閩南語常用詞辭典』
http://twblg.dict.edu.tw/holodict_new/index.html(2012年 3月 20日アクセス) 
4 『ViVi唯妳 時尚國際中文版 30-39号』(2008年 9月－2009年 6月)青文出版社 
5 『mina米娜時尚國際中文版 66－75号』(2008 年 7月－2009年 4月)青文出版社 
6 『Ray瑞麗美人 62－71号』(2008年 6月－2009年 3 月)檸檬樹出版 











性別 母語 10代 20代 30代 40代 50代 合計 
男性 
中国語 15 33 11 16 13 88 
閩南語 10 15 15 16 11 67 
中国語+閩南語 9 7 8 19 11 54 
計 34 55 34 51 35 209 
女性 
中国語 28 76 39 14 14 171 
閩南語 9 35 35 19 15 113 
中国語+閩南語 13 19 18 11 15 76 
計 50 130 92 44 44 360 






























                                                     
8 認識度とは、語彙の意味を知っている割合である。 
9 使用度とは、「よく使用する」と「時々使用する」を加算した割合である。 

























                                                     
11 現在、台湾において閩南語を研究する時は“臺羅拼音”という音声を表す表記を使うのが
一般的であるが、本論文で取り上げた先行研究のような漢字表記のほうが一般の人に理解で
きるのが現状である。 
部の新日系外来語や話し言葉に近い残存外来語はあまり使用されないからで
あろう。そして、情報の送り手である新聞と比較するため、情報の送り手であ
りかつ受け手でもあるブログも調査した。ブログにおいて、新聞で殆ど使用さ
れないかな表記の語彙を含め、三種類の日系外来語はすべて盛んに使用されて
いる。また、台湾では使用される日系外来語の語彙数が多いのに対して、中国
は使用される日系外来語の見出し件数が多い。つまり、台湾は中国より多くの
日系外来語を受け入れている。中国は受容している日系外来語はそれほど多く
ないが、一旦受け入れると、使用頻度は台湾より高い。 
台湾は歴史や政治的な関係で、中国と違い、より多くのジャンルにわたり、
豊富な日系外来語が受容されている。ただし、台湾と中国の日系外来語の受け
入れ方の差異についての先行研究は殆どない。本論文は単一種類の日系外来語
だけではなく、台湾の国語である「繁体字中国語」において、植民地時期から
現在まで、日本から取り入れ、今もまだ使われている三種類の日系外来語を全
て調査対象とし、認識度、使用度、日系度について、アンケート調査を行い、
さらに、インターネットを通じ、新聞での使用とブログでの使用特性と中国と 
の差を捉えた。 
台湾において、この長期間にわたって受容されてきた日系外来語の様態を明
らかにできたことが本研究の成果であり、本研究が今後の台湾の日系外来語研
究の一助となれば幸いである。 
